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若
松
氏
が
執
筆
し
た
東
京
外
国
人

材
採
用
ナ
ビ
セ
ン
タ
ー
の
冊
子
。

❸技能実習（1号・2号・3号）

所定の就労が認められる 資格外活動 就労自由

❹留学生

❺
永住者
日本人の
配偶者等
永住者の
配偶者等
定住者

高度専門職（1号・2号）★1

❶高度外国人材（16種類） ❷特定技能
（2号）

特定活動★2 ❷特定技能（1号）

就労が認められる在留資格

専
門
的
・
技
術
的
分
野

上
記
以
外

★1 基準以上のポイントを保有する高度外国人材が優遇措置を受けられる資格。
★2 日本の大学等を卒業した留学生がサービス業の現場で就労する46号など、法務大臣が特に指定する活動。

外
国
人
雇
用
の

制
度
変
更
を
先
取
り
す
る
。

Vol.178

称
で
よ
ば
れ
る
）の
資
格
に
基
づ
く
ケ
ー

ス
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

❷
特
定
技
能
：
人
手
不
足
が
顕
著
な

「
特
定
産
業
分
野
」で
、一
定
の
専
門
技
術

を
身
に
つ
け
た
外
国
人
が
即
戦
力
と
し
て

現
場
作
業
に
従
事
で
き

る
。
１
号
と
２
号
が
あ

り
、２
号
は
熟
練
の
技
術

が
要
求
さ
れ
る
。

　

❸
技
能
実
習
：
途
上
国

へ
の
国
際
貢
献
の
た
め

に
、日
本
で
学
ん
だ
技
術

を
母
国
へ
移
転
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
。
労
働
で
は
な

く
、技
術
習
得
の
た
め
の

実
習
と
の
位
置
づ
け
だ

が
、労
働
関
係
法
令
が
適

用
さ
れ
る
。

　

❹
留
学
生
：
本
来
は
就

労
で
き
な
い
が
、資
格
外

活
動
許
可
を
受
け
れ
ば
週

に
28
時
間（
長
期
休
暇
期

間
中
は
40
時
間
）ま
で
就

労
が
認
め
ら
れ
る
。

　

❺
永
住
者
な
ど
：
就
労

の
制
限
な
し
。
中
華
料
理

店
の
中
国
人
店
主
な
ど
は

永
住
者
の
資
格
で
、日
系

人
は
定
住
者
の
資
格
で
就

労
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

次
に
、
制
度
変
更
の
話
題
に
移
ろ
う
。

　

今
年（
２
０
２
４
年
）6
月
21
日
に
改

正
入
管
法
と
育
成
就
労
法
が
公
布
。
27
年

に
技
能
実
習
制
度
が
廃
止
さ
れ
、代
わ
り

に
育
成
就
労
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、特
定
技
能
制
度
で

は
、昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
対
象
分
野

の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

制
度
変
更
を
受
け
て
、中
小
企
業
経
営
者

は
何
を
知
り
、ど
の
よ
う
に
備
え
れ
ば
良

い
か
。 

外
国
人
就
労
･
雇
用
に
詳
し
い
行

政
書
士
の
若
松
絵
里
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

「
外
国
人
は
、入
管
法
が
定
め
る〝
在
留

資
格
〟に
基
づ
い
て
日
本
に
滞
在･

居
住
し

て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、外
国
人
に
働
い

て
も
ら
う
と
き
は
、そ
の
人
が
も
つ
在
留

資
格
に
よ
り
従
事
で
き
る
業
務
、求
め
ら

れ
る
学
歴
や
職
歴
な
ど
の
要
件
を
守
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
」

　

そ
こ
で
、就
労
可
能
な
在
留
資
格
の
全

体
像
を
見
て
み
よ
う（
下
図

参
照
）。

　

❶
高
度
外
国
人
材
：
一
定
の
学
歴･

職

歴
、
高
度
な
技
術･

知
識
を
有
す
る
こ
と

が
要
件
。
全
部
で
16
種
類
の
在
留
資
格
が

あ
り
、就
労
で
き
る
範
囲
が
広
い「
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
」（「
技
人
国
」と
略

※1 「介護」は高度外国人材の在留資格があるため除く。また、9月30日から拡張された1号の分野･業種（裏面の図 B参照）は一部を除き含まれない。 
※2 10月3日時点で「自動車運送業分野」のみ受け入れが行われていない。  

ま
ず
は「
特
定
技
能
」の
拡
張
に
つ
い
て
。

 

「
従
来
、２
号
の
対
象
と
な
る
特
定
産
業

分
野
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
８

月
31
日
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
分
野
※
１
で
移

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

特
定
技
能
２
号
は
、長
年
の
実
務
経
験

に
よ
り
熟
練
し
た
技
術
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
試
験
等
で
確
認
の
上
で
付
与
さ
れ
る

資
格
。
１
号
の
在
留
期
間
が
上
限
５
年
な

の
に
対
し
、２
号
は
無
制
限
。
要
件
を
満

た
せ
ば
配
偶
者･

子
の
帯
同
も
認
め
ら
れ

る
の
で
、取
得
を
目
標
と
す
る
１
号
の
人

も
多
い
だ
ろ
う
。

 

「
２
号
に
な
れ
ば
、支
援
計
画
を
作
っ
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
義
務
が
企
業
に
課
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
か
ら
、日
本
人
と
同
じ
よ
う

な
感
覚
で
雇
用
で
き
ま
す
。
管
理
職
も
任

せ
ら
れ
る
の
で
、昇
格
試
験
を
応
援
す
る

な
ど
後
押
し
し
た
い
で
す
ね
」

　

さ
ら
に
今
年
９
月
30
日
か
ら
、１
号
の

特
定
産
業
分
野･

業
務
が
大
幅
に
拡
張
さ

れ
た
※
２
。
従
来
の「
素
形
材･

産
業
機
械･

経営者の皆様に、次への視野（スコープ）を。
毎月、かんぽ生命がお届けします。

外
国
人
雇
用
の
全
貌
を

ま
ず
は
お
さ
ら
い
。

特
定
技
能
制
度
が

大
幅
に
拡
張
。

緊急
レポート



技能実習 育成就労

目的 途上国への技術移転を通じた国際貢献 特定技能1号水準の技能をもつ人材の育成と確保

資格条件 原則、日本で従事する業務と同種の業
務に外国で従事した経験があること

前職の経験は問わないが、日本語能力としてA1
相当以上を有すること

在留期間 最長5年（1号1年、2号2年、3号2年） 3年以内に特定技能1号へ移行をめざすが、移行
試験に不合格の場合は1年延長可能

転籍 原則不可 一定の要件の下で認める（記事本文参照）

支援機関 監理団体によるサポート 監理支援機関によるサポート

①介護
②ビルクリーニング
③素形材･産業機械･
　電気電子情報関連製造業
④建設
⑤造船･舶用工業
⑥自動車整備
⑦航空
⑧宿泊
⑨農業
⑩漁業
⑪飲食料品製造業
⑫外食業

⑬自動車運送業
⑭鉄道
⑮林業
⑯木材産業

スーパーマーケットでの
そう菜等の製造業務も可能

○紙器･段ボール箱製造
○コンクリート製品製造
○陶磁器製品製造
○紡織製品製造
○縫製
○RPF製造
○印刷･製本

③工業製品製造業（名称変更）

従来の分野 追加された分野･業務

追
加
業
務

B 特定産業分野･業務の拡張（概要）

C 技能実習制度と育成就労制度の違い（ポイント） ＊育成就労は現在公表されている情報に基づく。

電
気
電
子
情
報
関
連
製
造
業
」が
「
工
業

製
品
製
造
業
」と
分
野
名
が
変
わ
り
、そ

の
中
に
７
つ
の
業
務
を
追
加
。
ま
た
、新

た
な
分
野
と
し
て「
自
動
車
運
送
業
」「
鉄

道
」「
林
業
」「
木
材
産
業
」が
加
わ
っ
た
。

（
右
図
B
参
照
） 

　

そ
し
て
抜
本
的
な
制
度
変
更
が
、「
技

能
実
習
」の
廃
止
と「
育
成
就
労
」の
創
設

だ
※
３
。
報
道
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
技
能
実
習
制
度
は
問
題
点
が
多
く
、解

決
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

 

「
特
に
切
実
な
問
題
は
、実
習
生
の
失
踪

で
す
ね
。
技
能
実
習
で
は
転
籍
を
原
則
認

め
て
い
な
い
※
４
た
め
、ブ
ラ
ッ
ク
な
職
場

に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、都
会
に
憧

れ
た
り
し
て
失
踪
す

る
ケ
ー
ス
が
本
当
に

多
い
の
で
す
。
実
態

と
し
て
は〝
安
価
な
労

働
力
〟な
の
に
、
国
際

貢
献
の
建
前
を
続
け

る
こ
と
の
矛
盾
が
現

れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

　

そ
こ
で
育
成
就
労

制
度
で
は
、
目
的
を

〝
人
材
確
保
〟と
明
確

に
定
義
。
３
年
間
の

就
労
を
通
じ
て
技
術

を
磨
き
、特
定
技
能
１

号
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
て
も
ら

う
。
詳
細
な
制
度
設
計
は
こ
れ
か
ら
だ

が
、特
定
技
能
へ
の
移
行
に
は
、技
能
と

日
本
語
能
力
に
関
す
る
試
験
が
課
さ
れ
る

予
定
。
ま
た
、育
成
就
労
の
受
け
入
れ
対

象
分
野
は
、特
定
技
能
と
原
則
一
致
さ
せ

る
と
し
て
い
る
。

 

「
技
能
実
習
で
も
特
定
技
能
へ
移
行
で
き

ま
す
が
、分
野
や
職
種
に
一
部
不
一
致
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
点
、育
成
就
労
で

は
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、技
能
実
習
は
職
種

が
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、育
成
就
労

の
場
合
、分
野
・
業
務
が
特
定
技
能
と
同

じ
な
の
で
、
少
し
広
い
範
囲
の
仕
事
を

担
っ
て
も
ら
え
る
期
待
が
も
て
ま
す
」

　

外
国
人
の
権
利
保
護
と
し
て
も
懸
案
と

な
っ
て
い
る
転
籍
に
つ
い
て
は
、や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、同
一

業
務
区
分
内
、就
労
期
間
※
５
、技
能
や
日

本
語
の
水
準
が
一
定
以
上
な
ど
の
要
件
の

下
で
認
め
る
と
し
て
い
る
。

 

「
実
は
、
こ
の〝
転
籍
可
能
〟が
企
業
に

と
っ
て
頭
の
痛
い
問
題
に
な
り
ま
す
」

　

若
松
氏
が
指
摘
す
る
の
は
、特
に
地
方

の
企
業
に
関
し
て
だ
。
都
市
部
の
ほ
う
が

賃
金
が
高
く
、娯
楽
も
豊
富
な
た
め
、せ
っ

か
く
育
て
た
人
材
に
転
籍
さ
れ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

 

「
外
国
人
の
場
合
、お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が

第
一
な
の
で
、賃
金
ア
ッ
プ
の
対
策
は
必

要
で
す
。
で
も
、定
着
に
成
功
し
て
い
る

企
業
は
別
の
工
夫
も
し
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
場
合
、ハ
ラ

ル
食
材
※
６
の
弁
当
を
提
供
し
た
り
、お
祈

り
の
時
間
を
確
保
し
た
り
な
ど
、文
化
的

な
配
慮
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
定
着
率
が

高
い
と
い
う
。
ま
た
、特
定
技
能
の
社
員

を
、
同
じ
国
出
身
の
技
能
実
習
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
班
長
に
指
名
し
、班
長
手
当

を
支
給
す
る
取
り
組
み
も
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
と
い
う
。
ひ
と
つ
上
の
役
割
を
任

せ
る
こ
と
で〝
や
り
が
い
〟を
感
じ
て
も

ら
え
る
の
だ
そ
う
だ
。

 

「
結
局
、彼
ら
も
お
金
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
ね
。
大
切
に
さ
れ
て
い
る
感
じ
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、そ
れ
は
日
本
人
が
定
着

す
る
理
由
と
共
通
し
ま
す
。〝
社
員
が
辞

め
な
い
会
社
〟な
ら
、育
成
就
労
の
受
け

入
れ
も
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、異
国
に
来
て
働
く
人
に
と
っ

※3 施行は2024年6月21日から起算して3年以内の政令で定める日。 ※4 現在、転籍が可能となる要件を明確化するように出入国在留管理庁で検討を進めている。 
※5 受け入れ対象分野ごとに1〜2年の範囲で定められる予定。 ※6 イスラム教の教えで食べることが許されている食材。

て
は
安
心
感
も
大
切
に
な
る
。
雇
用
契
約

書
を
出
身
国
の
言
葉
で
作
成
す
る
。
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
計
画
を
共
有
す
る
。

面
接
を
定
期
的
に
行
い
達
成
度
を
確
認
す

る
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

工
夫
が
安
心
感
を
生
み
、外
国
人
の
定
着

を
促
進
す
る
と
若
松
氏
は
語
る
。

 

（2024.10.23）

育
成
就
労
制
度
に
つ
い
て

現
在
決
ま
っ
て
い
る
内
容
。

転
籍
可
能
な
制
度
な
の
で
、

定
着
の
工
夫
が
大
事
に
。

（注）
記事中に記載の法令や制度等は取材当時のもので、将来変更されることがあります。詳細につきましては、各専門家にご相談いただきますようお願いいたします。

Copyright ⓒ 2024 JAPAN POST INSURANCE Co,.Ltd All Rights Reserved.


